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一
巻　

二
〇
〇
八
年

１―１

は
じ
め
に

　

「
近
海
見
分
図
」
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
幕
命
に
よ
る
豆
相
・
房
総
の
沿
海
巡
視
を
契
機

と
し
て
制
作
さ
れ
た
画
冊
で
あ
る
。「
巖
之
巻
」「
鳳
之
巻
」「
亀
之
巻
」「
龍
之
巻
」
と
各
々
題
さ
れ
た

全
四
冊
に
わ
た
っ
て
途
次
の
景
観
を
描
く
図
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
は
一
〇
七
図
に
の
ぼ

る
。
当
時
老
中
筆
頭
（
執
政
）
海
防
掛
で
あ
っ
た
阿
部
伊
勢
守
正
弘
の
蔵
書
印
を
有
し
、
同
家
に
伝

来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

本
作
品
に
つ
い
て
の
単
独
論
文
と
し
て
は
、
旧
蔵
者
で
阿
部
正
弘
の
曾
孫
に
当
た
る
阿
部
正
道
氏

の
「
「
近
海
見
分
之
図
」
に
つ
い
て―

幕
末
の
江
戸
近
海
の
海
防―

」（
『
三
浦
古
文
化
』
五
号
、
昭

和
四
四
年
）
が
あ
る
。
同
氏
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
本
作
品
に
歴
史
史
料
と
し
て
の
観
点
か
ら
検

討
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
図
の
詳
し
い
デ
ー
タ
の
提
示
、
ま
た
本
図
の
成
立
契
機
と
な
っ
た

巡
視
の
記
録
、『
近
海
御
備
向
御
用
留
』（
以
下
『
御
用
留
』
と
略
称
、
国
立
公
文
書
館
蔵) 1

(

）
等
の
史

料
と
の
突
合
せ
に
よ
る
、
巡
視
の
足
取
り
の
明
確
化
、
さ
ら
に
当
時
の
対
外
状
況
か
ら
見
た
、
本
巡

視
の
直
接
的
動
機
の
推
定
が
こ
の
論
に
お
い
て
果
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
本
作
品
は
、
幕

末
の
海
防
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
展
覧
会
に
お
い
て
、
ペ
リ
ー
来
航
直
前
の
状
況
を
伝
え
る
史
料
と
し

て
展
示
さ
れ
て
き
た

）
2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
本
作
品
は
、
幕
末
海
防
史
の
一
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同

時
に
絵
画
史
に
お
い
て
も
検
討
す
べ
き
点
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幕
府
に
よ
る
巡
視
を
契
機

と
す
る
実
景
図
作
品
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
松
平
定
信
率
い
る
江
戸
湾
巡
見
に
基
づ
く
谷

文
晁
「
公
余
探
勝
図
」
を
端
緒
に
、
幾
つ
も
の
作
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
近
海
見
分
図
」
も
こ

れ
ら
と
同
系
列
の
作
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る

）
3
（

。
と
は
い
え
本
作
品
の
こ
の
よ
う
な

位
置
付
け
に
対
す
る
言
及
は
お
ろ
か
、
実
景
表
現
そ
の
も
の
に
注
目
し
、
絵
画
史
的
検
討
を
加
え
た

研
究
自
体
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
本
小
論
に
お
い
て
は
、
お

も
に
「
公
余
探
勝
図
」
と
の
比
較
検
討
か
ら
「
近
海
見
分
図
」
の
実
景
表
現
の
特
質
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
特
質
が
生
み
出
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
当
時
の
海
防
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
つ
つ
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
小
論
に
お
い
て
使
用
す
る
括
弧
は
、『　

』

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
近
海
見
分
図
」
に
つ
い
て

―

幕
末
の
海
防
と
実
景
表
現―

鶴＊　

岡　

明　

美

を
書
籍
名
（
名
所
図
会
を
含
む
）「　

」
を
作
品
名
、
論
文
名
、
巻
の
名
称
、
そ
の
他
一
般
の
固
有

名
詞
、〔　

〕
を
図
お
よ
び
挿
図
の
表
題
、《　

》
は
原
文
か
ら
の
引
用
と
す
る
。

　

第
一
章　

作
品
の
概
要

（
一
）
巡
視
の
目
的
と
経
路

　

「
近
海
見
分
図
」
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
、
豆
相
・
房
総
に
及
ぶ
巡
視
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
主
要
な
メ
ン
バ
ー
は
、
前
掲
『
御
用
留
』
第
一
冊
冒
頭
部

分
に
記
さ
れ
た
と
お
り
、
同
年
二
月
二
十
九
日
に
任
命
さ
れ
た
勘
定
奉
行
石
河
土
佐
守
政
平
、
目
付

本
多
隼
人
助
安
英
、
同
戸
川
中
務
少
輔
、
鉄
砲
方
井
上
左
太
夫
正
路
、
同
田
付
主
計
に
、
遅
れ
て
三

月
六
日
に
任
命
さ
れ
た
西
丸
留
守
居
役
筒
井
紀
伊
守
政
憲
、
勘
定
吟
味
役
佐
々
木
循
輔
を
加
え
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

「
近
海
見
分
図
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
巡
視
の
経
路
は
、
既
に
前
掲
阿
部
氏
の
論
文
に
お

い
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
作
品
全
体
の
流
れ
の
紹
介
も
兼
ね

て
、
一
同
の
足
取
り
に
つ
い
て
粗
述
を
試
み
た
い
。
ま
ず
「
巖
之
巻
」（
第
一
冊
）
冒
頭
に
〔
東
海
道

品
川
駅
〕（
図
１
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
行
は
五
月
十
三
日
に
当
駅
を
発
し
、
本
牧
（
現
神
奈
川
県
横

浜
市
）、
金
沢
八
景
（
同
）
を
経
て
猿
島
（
現
横
須
賀
市
）、
簱
山
（
同
）、
十
石
崎
砲
台
（
同
）
を

見
学
す
る
。
浦
賀
港
（
同
）
の
見
分
か
ら
「
鳳
之
巻
」（
第
二
冊
）
に
入
り
、
平
根
山
、
千
代
崎
等
の

砲
台
を
見
分
し
つ
つ
、
三
浦
半
島
の
海
岸
沿
い
を
一
周
し
て
東
海
道
を
西
へ
進
み
、
伊
豆
半
島
の
東

海
岸
を
南
下
し
て
下
田
（
現
静
岡
県
下
田
市
）
に
至
る
。「
亀
之
巻
」（
第
三
冊
）
は
下
田
周
辺
の
景

か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
は
内
陸
部
を
北
上
し
て
天
城
峠
を
越
え
、
浦
賀
港
に
戻
っ
て
そ
こ
か
ら
船
を

用
い
て
房
総
半
島
の
竹
岡
（
現
千
葉
県
富
津
市
）
に
上
陸
、
そ
の
ま
ま
半
島
を
南
下
し
て
鋸
山
（
現

富
津
市
と
鋸
南
町
の
境
）
を
越
え
、
大
房
崎
（
現
富
浦
町
）
を
経
て
鏡
浦
（
現
館
山
市
）
に
至
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
江
戸
後
期
絵
画
／
実
景
表
現
／
「
近
海
見
分
図
」
／
幕
末
期
海
防
政
策
／
名
所
図
会

＊
平
成
一
四
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻



鶴
岡　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
近
海
見
分
図
」
に
つ
い
て

最
終
冊
に
当
た
る
「
龍
之
巻
」
は
、
洲
之
崎
砲
台
（
同
）
に
お
け
る
大
砲
の
試
し
打
ち
の
情
景
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
洲
之
崎
見
分
を
終
え
る
と
一
行
は
鴨
川
（
現
鴨
川
市
）
ま
で
浦
伝
い
に
進
み
、

そ
こ
か
ら
内
陸
部
に
入
り
、
木
根
峠
（
現
君
津
市
）
を
越
え
て
富
津
（
現
富
津
市
）
に
到
着
、
当
地

を
見
分
の
後
北
上
し
、
木
更
津
、
船
橋
を
通
過
、
両
国
に
戻
っ
た
こ
と
が
、
最
終
図
〔
江
戸
両
国
橋

之
図
〕（
図
２
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
前
掲
『
御
用
留
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
見
分
の
終
了
は
七

月
六
日
の
こ
と
で
、
七
日
に
は
帰
府
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

）
4
（

。

　

こ
の
巡
視
の
目
的
は
、
前
掲
阿
部
氏
論
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る

）
5
（

。
そ
れ
に
基
づ
き
略
述
す
る
と
、

日
本
近
海
に
お
け
る
怪
し
い
外
国
船
の
出
没
と
い
う
非
常
事
態
へ
の
備
え
と
し
て
、
将
軍
の
居
城
が

あ
る
江
戸
近
海
の
警
備
を
一
層
確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
巡
視
が
行
わ
れ
た

嘉
永
三
年
に
最
も
近
い
過
去
に
お
け
る
外
国
船
の
来
航
は
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、
合
衆
国
司

令
長
官
海
軍
少
将
ビ
ッ
ト
ル
の
、
軍
艦
コ
ロ
ン
ブ
ス
号
他
一
隻
を
率
い
て
の
浦
賀
入
港
で
あ
っ
た
。

前
掲
阿
部
氏
の
論
文
に
は
、
こ
の
来
航
に
刺
激
さ
れ
て
嘉
永
三
年
の
近
海
見
分
が
行
わ
れ
た
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る

）
6
（

。（
二
）
制
作
者
に
つ
い
て
の
考
察

　

本
作
品
に
は
序
文
、
跋
文
、
絵
師
の
落
款
等
、
制
作
に
関
わ
っ
た
人
物
や
経
緯
を
示
す
情
報
が
何

ひ
と
つ
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
前
掲
『
御
用
留
』
や
画
中
の
表
現
に
着
目
し
、
本
作
品
の
制

作
に
関
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
の
推
定
を
試
み
た
い
。

　

制
作
者
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
こ
の
見
分
に
絵
師
が
随
行
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を

試
み
た
い
。
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
巡
見
・
巡
視
の
際
、
実
景
を
描
か
せ
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
正

式
に
絵
師
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
例
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
絵
に
関
わ
る
役
目
を
前
面
に
押

し
出
し
て
の
任
命
は
、
文
晁
の
弟
谷
元
旦
が
寛
政
十
一
年
の
蝦
夷
紀
行
に
参
加
し
た
際
、
本
草
学
者

渋
江
長
伯
の
下
で
絵
図
面
取
り
の
役
目
で
加
わ
っ
た
例
の
み
で
あ
る

）
7
（

。「
公
余
探
勝
図
」
に
お
け
る

文
晁
は
、
松
平
定
信
の
出
身
で
あ
る
田
安
家
か
ら
の
家
来
と
い
う
身
分
で
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
下

田
に
お
け
る
泊
付
の
記
録
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

）
8
（

。
幕
末
に
文
晁
の
女
婿
、
目
賀
田
守
蔭
が
蝦
夷
地
踏

査
に
赴
い
た
際
は
、
幕
臣
で
あ
り
、
か
つ
踏
査
を
推
進
し
て
い
た
国
学
者
、
前
田
夏
蔭
の
弟
子
と
し

て
の
参
加
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る) 9

(

。
一
方
幕
末
の
小
笠
原
島
探
検
に
お
い
て
医
業
の
傍
ら
絵

図
面
の
清
書
が
で
き
る
人
材
と
し
て
メ
ン
バ
ー
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、
大
垣
藩
医
で
あ
り
、
絵
図
調

所
出
役
と
し
て
西
洋
画
法
を
学
ん
で
い
た
宮
本
元
道
で
あ
っ
た)10

(

。
こ
う
し
た
諸
例
は
、
巡
見
に
際
し

て
絵
の
心
得
あ
る
者
を
随
行
す
る
場
合
、
例
え
ば
欧
米
に
お
い
て
遠
征
に
画
家
を
伴
う
よ
う
な
形
を

と
る
こ
と
は
な
く
、
他
の
業
務
と
兼
任
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
専
業
の
絵

師
を
雇
う
経
済
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
は
機
密
保
持
の
意
味
も
加
わ
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
絵
に
関
わ
る
任
務
が
命
ぜ
ら
れ
て
も
、
そ
れ
は
動
植
物
写
生
や
絵
図
面

作
成
で
あ
り
、
実
景
図
制
作
は
そ
れ
ら
の
業
務
を
果
し
た
上
で
成
さ
れ
た
副
業
の
成
果
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
嘉
永
三
年
の
見
分
の
記
録
中
、
絵
と
そ
の
周
辺
に
関
連
す
る
記
事
を
拾
っ
て
み
た
い
。『
御

用
留
』
に
は
絵
師
の
随
行
に
関
す
る
記
述
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
冊
所
収
の
、
四

月
に
鉄
砲
方
井
上
左
太
夫
、
多
付
主
計
連
名
で
残
り
の
メ
ン
バ
ー
宛
に
差
し
出
さ
れ
た
書
状
に
《
場

所
江
絵
図
引
候
も
の
召
連
候
様
い
た
し
度
（
後
略
）
》
と
あ
り
、
地
図
制
作
者
の
随
行
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
翌
月
二
十
一
日
の
回
答
は
、《
別
段
絵
図
面
引
申
も
の
召
連

不
申
（
後
略
）
》
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
地
図
制
作
者
は
随
行
し
な
い
旨
を
告
げ
て
い
る
。
ま
た
、

絵
図
面
仕
立
、
す
な
わ
ち
絵
図
面
の
清
書
に
関
し
て
も
、《
絵
図
面
仕
立
候
儀
ハ
吟
味
方
下
役
御
普

請
役
之
内
に
て
為
引
立
御
同
様
（
中
略
）
為
引
立
不
申
（
後
略
）
》
と
、
こ
ち
ら
も
随
行
し
な
い
旨

回
答
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
状
の
や
り
と
り
か
ら
、
巡
視
に
は
絵
師
は
勿
論
の
こ
と
、
地
図

制
作
者
も
随
行
し
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
絵
師
は
お
ろ
か
、
絵
図
制
作
者
や
清
書
者
す
ら
も
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
と
見
ら
れ

る
巡
視
の
状
況
か
ら
、
制
作
者
の
個
人
名
を
特
定
す
る
の
は
現
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
、
こ
の
「
近
海
見
分
図
」
が
、
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
だ
れ
の
命
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
推
測
す
べ
く
、
手
が
か
り
を
画
中
に
探
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
画
中
の
随
所
に
描
か
れ
る
、
供
の
者
が
持
つ
槍
印
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

赤
色
と
青
色
に
大
別
さ
れ
る
が
、
前
者
が
若
干
多
く
の
場
面
で
描
か
れ
、
冒
頭
図
と
最
終
図
に
描

か
れ
る
の
も
赤
色
の
方
で
あ
る
。
一
方
「
亀
之
巻
」（
第
三
冊
）
所
収
〔
南
総
天
羽
郡
竹
岡
上
岸
図
〕

（
図
３
）
は
房
総
半
島
へ
の
渡
海
の
場
面
で
、
多
数
の
船
が
帆
を
は
ら
ま
せ
て
航
行
す
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
大
き
く
描
か
れ
る
船
の
船
尾
に
は
青
の
槍
印
と
勘
定
奉
行
石
河
氏
の

紋
、
そ
の
直
前
の
船
に
は
赤
の
槍
印
と
筒
井
氏
の
紋
が
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
る)11

(

。

　

こ
う
し
た
諸
点
か
ら
、
作
中
最
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
赤
い
槍
印
の
主
は
筒
井
政
憲
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。
従
っ
て
「
近
海
見
分
図
」
も
同
氏
の
関
与
に
よ
る
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
本
作
品
中
に
は
、
青
い
槍
印
を
従
え
、
床
机
に
腰
掛
け
る
、
見
る
か
ら
に

高
位
の
人
物
が
随
所
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
勘
定
奉
行
石
河
の
姿
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
巡
見
に
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
の
中
で
最
も
地
位
が
高
か
っ
た
彼
へ
の
敬
意
の
表
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

筒
井
政
憲
（
一
七
七
八―

一
八
五
九
）
は
対
外
危
機
が
迫
る
と
共
に
老
中
阿
部
伊
勢
守
の
信
任
を

受
け
た
。『
筒
井
肥
前
守
明
細
書
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
五
月
二
日
、《
備

場
筋
之
儀
ニ
付
去
年
以
来
取
調
□
茂
仕
彼
是
骨
折
付
拝
領
物
被
仰
付
（
後
略
）》
と
あ
る
な
ど
、
海

１―２
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二
〇
〇
八
年

防
政
策
の
立
案
に
尽
く
し
た
政
治
家
で
あ
っ
た

）
12
（

。
地
誌
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ
、
先
の
『
筒
井
肥
前

守
明
細
書
』
に
は
『
武
蔵
国
風
土
記
之
内　

御
府
内
之
部
』
を
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
編
集

し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
晩
年
に
は
前
掲
の
目
賀
田
守
蔭
が
蝦
夷
の
景
観
を
写
し
た
「
延
叙
歴
検

真
図
」（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
に
題
記
を
寄
せ
て
い
る

）
13
（

。
こ
う
し
た
点
か
ら
、「
近
海
見
分
図
」

の
制
作
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
人
物
と
し
て
最
も
相
応
し
い
の
が
、
こ
の
筒
井
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
）
14
（

。

第
二
章　

実
景
描
写
の
特
質
に
つ
い
て
の
検
討

（
一
）「
公
余
探
勝
図
」
と
の
比
較

①
実
景
描
写
の
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

　

次
に
「
近
海
見
分
図
」
の
作
風
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
た
い
。
そ
の
際
、
先
に
触
れ
た
と
お
り
、

谷
文
晁
「
公
余
探
勝
図
」
と
の
比
較
対
照
を
考
察
の
手
が
か
り
と
す
る
。「
公
余
探
勝
図
」
は
当
該

作
品
よ
り
五
十
年
以
上
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
湾
の
海
防
を
強
化
す
る
た
め
の
巡

見
と
い
う
目
的
が
「
近
海
見
分
図
」
と
一
致
し
、
か
つ
巡
見
の
経
路
も
一
部
重
複
し
て
い
る
。
さ
ら

に
実
景
図
の
系
譜
の
出
発
点
に
位
置
す
る
「
公
余
探
勝
図
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
実
景
図
の
特
質

が
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
質
し
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
諸

点
に
よ
り
、
両
作
品
の
比
較
検
討
は
、
実
景
図
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

「
近
海
見
分
図
」
全
巻
を
通
じ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
構
図
法
に
は
、
伝
統
的
な
俯
瞰
図
法
と
西
洋

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
透
視
図
法
の
折
衷
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
亀
之
巻
」（
第
三
冊
）
所
収
、

下
田
港
内
の
島
々
を
描
く
〔
其
二　

和
歌
浦
〕（
図
４
）
を
見
る
と
、
水
平
線
や
地
平
線
の
存
在
は
意

識
し
て
い
る
も
の
の
、
前
景
と
後
景
の
モ
チ
ー
フ
の
大
き
さ
に
は
そ
れ
ほ
ど
差
を
つ
け
ず
、
い
わ
ゆ

る
平
行
遠
近
法
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
「
公
余
探
勝
図
」
の
諸
図
は
、
完

璧
で
は
な
い
も
の
の
、
西
洋
の
透
視
図
法
を
よ
り
原
則
に
忠
実
な
形
で
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
前
掲
〔
其
二　

和
歌
浦
〕
を
、
ほ
ぼ
同
じ
地
点
を
逆
方
向
か
ら
眺
め
た
図
で
あ
る
〔
下
田
港
〕（
図

５
）
と
比
較
す
る
と
一
層
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
描
法
に
つ
い
て
の
考
察
に
移
ろ
う
。「
近
海
見
分
図
」
に
は
、
構
図
法
同
様
伝
統
的
な
描
法

へ
の
傾
斜
が
著
し
く
認
め
ら
れ
る
が
、
漢
画
と
大
和
絵
の
間
で
比
較
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
強
く
後
者

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
画
の
手
法
と
特
定
し
得

る
図
は
〔
三
代
金
之
図
〕（
図
６
）
や
〔
鋸
山
中
腹
〕
と
い
っ
た
険
し
い
山
岳
を
描
く
図
に
限
ら
れ
て

い
る
一
方
で
、
松
や
な
だ
ら
か
な
山
肌
の
描
写
と
い
っ
た
大
和
絵
風
の
表
現
は
、
全
体
を
通
じ
て
見

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
鳳
之
巻
」（
第
二
冊
）〔
足
柄
下
郡
岩
村
長
坂
望
初
嶼
之
図
〕（
図
７
）

に
は
、
巡
見
一
行
の
姿
を
丘
の
斜
面
か
ら
覗
か
せ
る
と
い
う
、
仏
画
の
来
迎
図
や
絵
巻
の
常
套
句
的

表
現
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
公
余
探
勝
図
」
に
は
〔
長
津
呂
一
〕（
図
８
）

を
始
め
、
岩
石
を
描
く
諸
図
に
漢
画
の
技
法
が
顕
著
に
表
れ
る
も
の
が
数
多
く
存
在
し
、
大
和
絵
の

そ
れ
は
〔
大
休
峠
西
望
〕（
図
９
）
の
稜
線
の
描
法
に
限
ら
れ
て
い
る
の
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
構
図
、
描
法
の
両
面
に
お
い
て
、「
公
余
探
勝
図
」
と
「
近
海
見
分
図
」
と
の
間

に
は
大
き
な
相
違
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
「
近
海
見
分
図
」
の
実
景
描
写
に
最
も
近
い
特
質
を
有

す
る
例
を
求
め
る
な
ら
ば
、
江
戸
中
期
以
来
の
伝
統
を
持
つ
名
所
図
会
の
描
写
に
行
き
当
た
る
。
安

永
九
年
（
一
七
八
〇
）、
秋
里
籬
島
の
『
都
名
所
図
会
』
刊
行
以
来
、
幕
末
に
至
る
ま
で
夥
し
い
数

の
名
所
図
会
が
刊
行
さ
れ
、
広
く
流
布
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
図
会
に
収
め
ら
れ
た
挿
図
が
、
個
別

の
実
景
表
現
の
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
15
（

。
一
方

こ
れ
ら
の
挿
図
は
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
を
始
め
と
す
る
官
撰
地
誌
の
編
纂
所
で
あ
る
、
昌
平
黌

内
の
地
誌
調
所
に
お
い
て
も
、
そ
の
正
確
か
つ
精
緻
な
表
現
が
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
が
、
当

該
編
纂
所
内
に
お
け
る
、
各
地
の
地
誌
の
収
録
お
よ
び
目
録
化
の
成
果
で
あ
る
『
編
脩
地
誌
備
用
典

籍
解
題
』
の
記
述
か
ら
窺
え
る

）
16
（

。
し
か
も
実
際
に
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
挿
図
の
実
景
表
現
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
す
ら
し
た
の
で
あ
る

）
17
（

。

　

「
見
分
図
」
に
お
け
る
実
景
表
現
が
い
か
に
多
く
を
名
所
図
会
挿
図
に
負
っ
て
い
る
か
を
見
る
た

め
に
、
二
、三
の
例
を
掲
げ
た
い
。
例
え
ば
前
掲
〔
東
海
道
品
川
駅
〕（
図
１
）
に
見
ら
れ
る
、
賑
う

宿
場
を
俯
瞰
視
し
て
捉
え
る
手
法
は
、『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
巻
一
所
収
〔
大
津
八
丁
札
之
辻
〕

（
図
10
）
を
始
め
、
表
現
の
定
型
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、〔
吉
田
新
田
〕（
図
11
）
の
よ
う

に
画
面
左
端
に
山
、
右
手
に
海
を
臨
む
構
図
の
一
例
と
し
て
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
巻
一
所
収
〔
磨

針
嶺
〕（
図
12
）
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
前
景
に
斜
め
に
横
切
る
街
道
を
俯
瞰
し
て
、

そ
の
奥
に
名
所
を
描
く
〔
東
海
道
陶
綾
郡
大
磯
駅
〕（
図
13
）
と
同
〔
醒
井
〕（
図
14
）
の
間
に
類
似
が

認
め
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
名
所
図
会
が
既
に
題
材
と
し
た
場
所
を
「
近
海
見
分
図
」
が
描
く
場
合
、
図
そ
の
も

の
を
安
易
に
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
金
沢
八
景
の
図
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
江

戸
初
期
に
近
江
八
景
に
倣
い
、
八
つ
の
名
勝
が
選
ば
れ
て
以
来
、
繰
り
返
し
絵
画
化
さ
れ
て
き
た
当

地
を
巡
視
の
一
行
も
訪
れ
、「
巖
之
巻
」（
第
一
冊
）
所
収
の
〔
金
沢
嘱
目
〕
お
よ
び
〔
金
沢
八
勝
能

見
堂
眺
望
之
図
〕（
図
15
）
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
名
所
図
会
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
視
点
で
当

地
を
捉
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
後
者
、
能
見
堂
か
ら
の
眺
望
図
は
、
向
か
っ
て
右
手
に
能
見
堂
を
描

１―３
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神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
近
海
見
分
図
」
に
つ
い
て

き
、
左
手
に
八
景
を
望
む
『
東
海
道
名
所
図
会
』
所
収
図
（
図
16
）
や
、
遠
く
の
視
点
か
ら
八
景
を

す
べ
て
捉
え
る
『
江
戸
名
所
図
会
』
所
収
図
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
接
近
し
た
視
点
か
ら
複
雑
な
海

岸
線
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
実
景
を
目
前
に
し
た
成
果
が
こ
の
図
に
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
幕
末
と
も
な
れ
ば
こ
う
し
た
複
雑
な
海
岸
線
を
描
写
す
る
表
現
は
、
既
に
名
所
図
会
の

挿
図
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。『
尾
張
名
所
図
会
』
前
編
巻
之
六
〔
幡
頭
嵜
〕（
小
田
切
春
江
画
）

（
図
17
）
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
従
っ
て
「
近
海
見
分
図
」
の
表
現
が
こ
う
し
た
名
所
図
会
に
見
出

さ
れ
る
実
景
表
現
の
型
を
応
用
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
、
既
存
の
表

現
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、
そ
の
都
度
実
景
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
っ
た
「
公
余

探
勝
図
」
と
、
名
所
図
会
と
い
う
定
型
が
既
に
完
成
さ
れ
て
い
た
時
代
の
制
作
で
あ
る
「
近
海
見
分

図
」
の
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
題
材
選
択
の
特
質

　

こ
こ
ま
で
、「
公
余
探
勝
図
」
と
の
比
較
を
主
と
し
て
、「
近
海
見
分
図
」
の
実
景
表
現
の
特
質
に

つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
実
景
の
形
や
質
感
に
即
し
て
忠
実
な
再
現
を
目
指
し
た
「
公

余
探
勝
図
」
に
対
し
、
実
景
の
再
現
に
あ
た
り
、
名
所
図
会
に
お
け
る
既
存
の
描
写
の
型
の
蓄
積
か

ら
適
当
な
も
の
を
選
び
、
当
て
は
め
る
「
近
海
見
分
図
」
の
特
質
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
両
者
の
相
違
は
こ
う
し
た
個
別
の
描
法
の
側
面
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
巡
見
し
た
地
域
は
一
部

重
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
全
体
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
場
所
を
題
材
と
し
て
描
く
か

と
い
う
点
に
お
い
て
両
者
は
際
立
っ
た
相
違
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
両
作
品
の
図
を
主
題
別
に
分
け
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
図
18
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
公

余
探
勝
図
」
に
お
い
て
圧
倒
的
に
多
数
を
誇
る
の
は
、
例
え
ば
〔
伊
浜
東
望
〕
あ
る
い
は
〔
秋
谷
浜
〕

と
い
っ
た
、
海
岸
を
題
材
と
す
る
図
で
あ
る
。
そ
の
構
図
の
大
半
は
、
浜
の
一
方
の
端
か
ら
海
岸
線

を
弓
な
り
の
形
で
捉
え
て
遠
景
を
眺
望
し
、
海
岸
線
が
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
見
え
る
の
か
を
再
現

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
前
掲
〔
下
田
港
〕
を
始
め
と
す
る
港
の
図
、
次
い
で
〔
湯

嶋
〕
の
よ
う
な
山
あ
い
の
景
観
を
描
く
図
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、「
公
余
探
勝
図
」
に
お
い

て
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
「
港
」
も
含
め
た
海
岸
の
地
形
の
把
握
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
山
の
形

状
の
把
握
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
が
容
易
に
成
り
立
つ
。
次
に
、「
近
海
見
分
図
」
に
目
を
移
そ
う
。

依
然
と
し
て
海
岸
線
の
描
写
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
数
は
「
公
余
探
勝
図
」
と
比
し
て
非
常
に
少
な

い
。
代
わ
っ
て
多
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
見
晴
ら
し
の
利
く
場
所
か
ら
海
の
遥
か
彼
方
ま
で
を
眺

望
す
る
図
で
あ
る
。「
公
余
探
勝
図
」
に
お
い
て
も
〔
小
網
代
〕（
図
19
）
を
始
め
四
図
の
例
が
見
ら

れ
る
が
、「
近
海
見
分
図
」
に
お
い
て
は
「
巖
之
巻
」（
第
一
冊
）
所
収
〔
武
州
久
良
岐
郡
戸
部
村
眺

望
図
〕（
図
20
）
の
よ
う
に
、
小
高
い
山
の
肩
越
し
に
広
が
る
海
を
、
遠
景
に
小
さ
く
青
く
か
す
む
島

と
と
も
に
描
く
図
を
一
例
と
し
て
、
全
巻
を
通
じ
て
計
二
十
五
図
を
数
え
る
。

　

こ
う
し
た
変
化
を
考
え
る
際
、「
公
余
探
勝
図
」
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
寛
政
五
年
の
巡
見
か
ら
、

「
近
海
見
分
図
」
が
制
作
さ
れ
た
嘉
永
三
年
に
至
る
五
十
七
年
の
間
に
お
け
る
海
防
を
め
ぐ
る
状
況

の
変
化
に
つ
い
て
、
当
然
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
湾
防
備
の
対

策
が
殆
ん
ど
白
紙
の
状
態
で
あ
っ
た
寛
政
五
年
に
お
い
て
、「
地
形
の
正
確
な
把
握
」
は
急
務
で
あ
っ

た
）
18
（

。
対
象
を
よ
く
観
察
し
、
先
入
観
な
し
で
再
現
す
る
こ
と
が
可
能
な
西
洋
画
法
は
、
こ
う
し
た
目

的
に
最
適
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
嘉
永
三
年
の
時
点
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
状
況
の
著
し
い
変
化
が
認
め

ら
れ
る
。
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
の
長
崎
侵
入
を
直
接
の
契
機

と
し
て
、
幕
府
は
江
戸
湾
防
備
体
制
の
確
立
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
七
年
に
会
津
、
白
川

両
藩
に
江
戸
湾
防
備
を
命
じ
、
翌
八
年
に
は
会
津
藩
に
城
ヶ
島
安
房
崎
、
浦
賀
平
根
山
、
走
水
観
音

崎
、
白
河
藩
に
は
州
崎
、
百
首
（
竹
ヶ
岡
）
に
夫
々
台
場
を
築
き
、
兵
を
駐
屯
さ
せ
た
。
そ
の
後
警

備
担
当
藩
の
交
代
な
ど
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
前
述
弘
化
三
年
の
ビ
ッ
ド
ル
来
航
を
機
に
防
備
は

強
化
さ
れ
、
担
当
藩
、
砲
台
の
数
と
も
に
増
加
を
見
せ
て
い
た

）
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（

。
す
な
わ
ち
、
決
し
て
十
分
な
対
処

で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
敵
に
対
す
る
防
御
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
敵
が
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
侵
入

し
て
く
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
て
「
近
海
見
分
図
」

の
海
を
望
む
諸
図
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
が
あ
た
か
も
敵
船
の
侵
入
を
監
視
す
る
い
わ
ば

「
物
見
台
」
の
視
点
を
想
定
し
て
描
か
れ
た
よ
う
に
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
内
陸
部
か
ら
海
を
望
む
図
が
、
海
防
対
策
を
講
ず
る
上
で
何
か
具

体
的
な
手
が
か
り
を
与
え
る
機
能
を
有
し
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
と
な
る
と
甚
だ
疑
問
を
覚
え
ざ

る
を
得
な
い
。
敵
の
上
陸
に
備
え
て
何
ら
か
の
対
策
を
講
ず
る
一
助
と
す
る
た
め
の
図
で
あ
れ
ば
、

海
側
か
ら
浜
を
望
む
ア
ン
グ
ル
に
よ
る
図
、
す
な
わ
ち
敵
の
視
点
を
再
現
し
た
図
を
採
用
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
図
は
単
に
景
観
美
を
表
現
す
る
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。
勿
論
そ
う
し
た
面
も
全
く
否
定
し
去
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、「
近
海
見
分
図
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
下
、
最
多
の
図
数
を
誇
る
「
海
を
望
む
諸
図
」
に
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
と

見
た
い
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
意
図
と
は
何
で
あ
る
か
と
な
れ
ば
、
具
体
的
、
実
用
的
な
も
の
で
は
な

く
、「
敵
を
迎
え
撃
つ
」
と
い
う
心
境
を
常
に
心
に
養
う
べ
し
、
と
い
う
自
戒
の
念
を
画
面
に
表
明

す
る
こ
と
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
何
ら
具
体
的
な
施
策
を
生
む
も
の
で
は
な
い
が
、「
警
戒
せ
よ
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
図
の
目
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

１―４
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〇
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新
し
い
主
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砲
台

　

似
た
よ
う
な
問
題
は
、
砲
台
を
描
く
諸
図
に
も
現
れ
て
い
る
。
海
防
体
制
の
変
化
に
伴
い
、「
公

余
探
勝
図
」
の
時
代
に
は
思
い
も
よ
ら
な
い
場
所
が
主
題
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が

砲
台
で
あ
る
。
海
防
の
強
化
に
伴
い
、
三
浦
半
島
と
房
総
半
島
の
各
所
に
砲
台
が
築
か
れ
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
嘉
永
三
年
見
分
の
当
時
は
、
川
越
藩
、
忍
藩
、
彦
根
藩
、
会
津
藩
の
手

伝
に
よ
る
江
戸
湾
防
備
体
制
が
で
き
て
い
た
が

）
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、
見
分
の
主
要
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

砲
台
の
視
察
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
も
〔
簱
山
砲
台
試
大
熕
図
〕（
図
21
）

が
、
切
り
立
っ
た
崖
の
下
に
築
か
れ
た
砲
台
に
お
い
て
、
す
さ
ま
じ
い
煙
と
と
も
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
大
砲
を
描
く
の
を
始
め
、
数
図
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
図
は
、
必
ず
し
も
各
砲
台
の
実
況
を
正
確
に
記
録
す
る
こ
と
自
体
を
目

的
に
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
第
一
に
、
本
図
に
は
視
察
し
た
全
て
の
砲
台
が
描
か
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
御
用
留
』
第
三
冊
所
収
復
命
書
の
、
三

浦
半
島
に
お
け
る
川
越
藩
の
持
ち
場
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
、
簱
山
、
十
石
崎
、
観
音
崎
の
三
箇

所
は
《
咽
喉
之
地
を
唱
候
要
所
ニ
有
之
》
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
観
音
崎
に
つ
い
て
は
、

陣
営
の
様
子
は
描
く
も
の
の
、
砲
台
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
彦
根
藩
井
伊
家
持
場
の
砲
台
に
つ

い
て
も
、
千
駄
崎
（
現
神
奈
川
県
三
浦
市
）
お
よ
び
松
輪
（
同
、
記
録
中
に
あ
る
剣
崎
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
）
の
砲
台
調
練
の
様
子
を
描
き
、〔
鎌
倉
郡
七
里
浜
〕
に
は
八
王
子
山
遠
見
番
所
の
所
在

が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
の
砲
台
（
大
浦
山
、
安
房
崎
、
長
津
村
、
荒
崎
）
に
つ
い
て
の
図
は

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
砲
術
訓
練
に
つ
い
て
も
『
御
用
留
』
第
三
冊
、
砲
術
訓
練
に
つ
い
て
の
報
告
に

記
さ
れ
る
と
お
り
、
五
月
十
五
日
に
は
猿
島
、
十
石
崎
、
観
音
崎
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
前
二
者
は
図
中
に
見
え
て
い
な
い
。
五
月
二
十
六
日
の
千
代
崎
、
六
月
二
十
二
日
の

竹
ヶ
岡
、
同
二
十
四
日
の
大
房
崎
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

砲
台
の
数
に
つ
い
て
も
既
に
前
掲
阿
部
氏
の
論
文
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
確
な
描
写
が

最
優
先
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
簱
山
の
図
の
場
合
は
、
試
射
の
煙
の
た
め
六
挺
目
が
隠
れ
て

お
り
、「
十
石
崎
」
に
お
い
て
も
五
門
あ
る
は
ず
の
砲
台
が
三
門
し
か
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
二
門
は

絵
の
端
と
な
っ
て
い
る

）
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。

　

こ
う
し
た
諸
例
は
、「
近
海
見
分
図
」
に
お
け
る
実
景
の
表
現
が
正
確
な
情
報
の
視
覚
的
伝
達
手

段
と
し
て
の
役
割
を
必
ず
し
も
果
し
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
現
実
に
な
い
絵

空
事
の
世
界
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
勿
論
な
く
、
景
観
美
の
み
に
関
心
を
傾
け
て
い
る
の
で
も
な

い
。
あ
く
ま
で
も
近
海
の
巡
視
と
い
う
現
実
の
イ
ベ
ン
ト
を
記
録
す
る
姿
勢
に
基
づ
く
も
の
の
、
そ

の
目
的
の
方
向
性
が
情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
に
向
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

江
戸
湾
に
お
け
る
視
覚
デ
ー
タ
の
表
示
法
と
し
て
は
、
弘
化
年
間
成
立
の
「
江
戸
諸
砲
台
之
図
絵

巻
」（
船
橋
西
図
書
館
）（
図
22
）
に
見
る
よ
う
な
絵
図
面
の
手
法
が
既
に
確
立
し
て
お
り
、
こ
ち
ら

の
方
が
よ
り
明
確
に
砲
台
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
「
近
海
見
分
図
」
の
実

景
表
現
に
は
別
の
目
的
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
先
程
の
「
海
を

望
む
」
諸
図
に
お
い
て
は
「
海
か
ら
の
敵
に
油
断
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
表
出
で
あ

り
、
砲
台
図
の
存
在
は
、
も
は
や
海
防
政
策
の
中
心
が
砲
台
の
備
え
自
体
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
演

習
の
活
況
を
呈
す
る
様
子
を
描
く
こ
と
で
、
備
え
が
万
全
で
あ
る
と
い
う
安
心
感
を
人
々
に
抱
か
せ

る
こ
と
を
意
図
し
て
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
房
総
に
遊
ん
だ
克
庵
な
る
人
物
の

著
書
、『
南
遊
紀
行
』（
嘉
永
六
年
刊
）
に
お
い
て
、
彼
は
洲
崎
を
見
学
し
て
《
危
嶕
峭
削
、
可
謂
要

害
之
地
》
と
評
し
た
が

）
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、「
近
海
見
分
図
」
に
お
い
て
は
画
像
の
力
で
こ
う
し
た
印
象
を
喚
起
す
る

こ
と
を
試
み
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、「
近
海
見
分
図
」
の
絵
画
史
的
検
討
の
第
一
段
階
と
し
て
、「
公
余
探
勝
図
」
お
よ
び
名
所

図
会
と
の
比
較
を
中
心
に
作
風
の
検
討
を
行
い
、
題
材
選
択
の
特
質
に
つ
い
て
、
当
時
の
海
防
政
策

と
の
関
連
に
も
と
づ
き
考
察
を
試
み
た
。
今
回
の
小
論
に
お
い
て
は
全
体
的
傾
向
を
捉
え
る
に
と
ど

ま
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
全
一
〇
七
図
を
数
え
る
各
図
の
内
容
に
つ
い
て
の
仔
細
な
吟
味

が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
考
察
の
焦
点
と
な
る
の
は
、「
近
海
見
分
図
」
に
お
け
る
人
物
表
現
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。

「
公
余
探
勝
図
」
は
、
巡
見
で
訪
れ
た
村
落
の
住
民
が
暮
ら
す
様
子
を
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
描

か
ず
、
巡
見
の
一
行
を
豆
粒
状
に
描
き
こ
む
の
み
で
あ
り
、
こ
の
作
品
以
来
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の

生
活
の
様
子
に
つ
い
て
は
実
景
図
描
写
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
幕
末
に
至
り
、
文

久
期
小
笠
原
島
探
検
を
契
機
と
し
て
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
が
制
作
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
探
検
一
行

や
原
住
民
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
唯
一
の
例
外
で
あ
っ
た)23

(

。

と
こ
ろ
が
「
近
海
見
分
図
」
に
お
い
て
は
、〔
豆
州
加
茂
郡
伊
豆
山
権
現
〕
中
の
、
神
社
の
前
で

思
い
思
い
に
く
つ
ろ
ぐ
一
行
の
姿
を
始
め
、
巡
視
の
一
行
の
様
子
が
生
き
生
き
と
示
さ
れ
る
の
み
な

ら
ず
、〔
白
子
村
砲
台
〕
に
描
か
れ
る
塩
作
り
の
様
子
、〔
平
砂
浦
蜑
婦
漁
石
決
明
図
〕
の
あ
わ
び
採

り
を
す
る
海
女
（
図
23
）、〔
其
二　

漁
網
図
〕
で
は
浜
名
太
村
で
漁
網
を
引
く
男
達
と
い
っ
た
、
そ

の
地
域
で
労
働
し
生
活
す
る
人
々
の
姿
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
「
近
海
見
分
図
」

の
ま
さ
に
画
期
的
な
特
質
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
人
々
の
描
写
を
実
景
図
が
含
む
に
至
っ

１―５



鶴
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神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
「
近
海
見
分
図
」
に
つ
い
て

た
経
緯
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

現
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
も
や
は
り
名
所
図
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
考
察
す
る
こ
と
で
新
た
な

展
望
が
開
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
旅
行
者
や
土
地
の
人
々
の
風
俗
は
名
所
図
会
に
頻
繁
に
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
中
に
は
『
尾
張
名
所
図
会
』
所
収
〔
潮
湯
治
〕（
図
24
）
の
よ
う
に
公
然
と
裸
体
の
群
像
を

表
現
す
る
も
の
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
う
し
た
表
現
を
即
、
実
景
図
へ
無
批
判
に
導

入
し
た
と
考
え
る
の
は
余
り
に
早
計
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
実
景
を
捉
え
る
上
で
の
意
識
の
変
化
が

生
じ
た
可
能
性
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
変
化
を
促
し
た
要
因
を
、
当
時
の
海
防

思
想
お
よ
び
政
治
思
想
の
中
に
探
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討

に
期
す
る
こ
と
と
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
激
動
の
時
代
を
目
前
に
し
て
実
景
を
描
く
作
例
に
生
じ
た
変
化
の
特
質
を
突
き

止
め
る
こ
と
は
、
未
だ
不
明
の
点
が
多
い
幕
末
の
絵
画
史
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
繋

が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
行
く
こ
と
と

し
た
い
。

註

（
１
）　

『
近
海
御
備
向
御
用
留
』（
旧
内
閣
文
庫
）
は
全
五
冊
。
各
冊
の
内
容
は
第
一
、二
冊
は
巡
視
に
関
わ
る
諸
記
録
、

第
三
冊
は
巡
視
後
の
報
告
書
、
第
四
冊
は
「
砲
術
調
練
之
部
」
第
五
冊
は
「
大
森
村
町
打
場　

御
用
留
」
で
あ
る
。

（
２
）　

「
ペ
リ
ー
来
航
前
後
の
江
戸
湾
の
海
防
」（
横
浜
マ
リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
平
成
十
四
年
）「
特
別
展　

黒
船
」

（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
平
成
十
五
年
）。

（
３
）　

実
景
に
基
づ
く
作
品
群
に
つ
い
て
は
、
筆
者
学
位
論
文
「
江
戸
後
期
実
景
表
現
に
関
す
る
史
的
考
察
」（
お
茶

の
水
女
子
大
学
提
出
、
平
成
十
七
年
）
参
照
。

（
４
）　

『
御
用
留
』
第
二
冊
所
収
の
文
書
に
朱
字
に
て
「
戌
七
月
七
日
帰
府
之
上
鈴
木
三
平
よ
り
差
越
候
二
付
返
書
無

之
事
」
と
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）　

阿
部
正
道
「
「
近
海
見
分
之
図
」
に
つ
い
て―

幕
末
の
江
戸
近
海
の
海
防―

」一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
参
照
。

（
６
）　

同
右
論
文
一
二
五
頁
。

（
７
）　

福
井
淳
人
「
谷
元
旦―

そ
の
伝
記
的
記
述
と
画
業
」（
大
塚
和
義
監
修
『
『
蝦
夷
風
俗
図
式
』『
蝦
夷
器
具
図
式
』

復
刻
版
』
安
達
美
術
、
平
成
三
年
）
所
収
、
七
二
頁
。

（
８
）　

『
下
田
年
中
行
事
』
所
収
、
定
信
一
行
の
下
田
逗
留
に
関
す
る
記
事
の
う
ち
三
月
二
三
日
の
項
に
は
一
行
の
宿

泊
先
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
晁
の
肩
書
き
は
水
野
佐
内
と
と
も
に
「
田
安
様
よ
り
御
付
」
と
さ
れ
て
い
る
。（
引

用
は
森
義
男
復
刻
『
下
田
年
中
行
事
』
長
倉
書
店
）
に
拠
っ
た
。

（
９
）　

目
賀
田
守
蔭
の
蝦
夷
探
検
参
加
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、「
目
賀
田
守
蔭
筆
「
蝦
夷
歴
検
真
図
」
に
つ
い
て―

文

晁
派
実
景
図
の
系
譜―

」（
『
人
間
文
化
論
叢
』
七　

平
成
十
七
年
）
参
照
。

（
10
）　

小
笠
原
島
探
検
に
参
加
し
た
服
部
帰
一
『
南
島
航
海
日
記
』（
『
小
笠
原
島
記
事
拾
遺
』
所
収
、
国
立
公
文
書
館

蔵
）
巻
之
一
に
参
加
メ
ン
バ
ー
の
名
簿
が
記
さ
れ
る
が
、
宮
本
元
道
の
肩
書
き
は
「
戸
田
采
女
丞
家
来　

絵
図
引
」

と
あ
る
。

（
11
）　

紋
の
同
定
は
、
深
井
雅
海
、
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
集
大
成　

第
二
十
九
巻
（
弘
化
五
年―

嘉
永
三
年
）』（
東
洋
書
林
、
平
成
十
年
）
所
収
『
嘉
永
武
鑑
』（
嘉
永
三
年
刊
）
に
拠
っ
た
。

（
12
）　

筒
井
政
憲
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典　

第
九
巻
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
三
年
）
同
氏
の
項
参

照
。

（
13
）　

拙
稿
「
目
賀
田
守
蔭
筆
「
蝦
夷
歴
検
真
図
」
に
つ
い
て―

文
晁
派
実
景
図
の
系
譜―

」
一―

二
頁
。

（
14
）　

阿
部
氏
論
文
中
に
お
い
て
も
、
阿
部
正
弘
に
筒
井
政
憲
が
呈
出
し
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

首
尾
と
末
尾
が
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
た
本
作
品
の
状
態
か
ら
、
阿
部
に
序
文
あ
る
い
は
跋
文
の
起
草
を
依
頼
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
の
時
勢
の
変
化
で
そ
の
ま
ま
手
元
に
残
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
15
）　

大
久
保
純
一
「
広
重
に
見
る
江
戸
名
所
絵
の
定
型
」（
『
美
術
史
』
一
四
五
号
平
成
十
年
）
に
は
、
歌
川
広
重

の
江
戸
名
所
絵
に
『
江
戸
名
所
図
会
』
の
図
柄
が
転
用
さ
れ
た
例
が
幾
つ
か
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）　

『
編
脩
地
誌
備
用
典
籍
解
題
』
に
表
れ
た
、
名
所
図
会
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
拙
論
「
国
立
公
文
書
館
蔵

『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
挿
図
に
つ
い
て
の
考
察―

江
戸
後
期
官
撰
地
誌
に
お
け
る
実
景
表
現
の
一
例―

」（
『
人
間

文
化
論
叢
』
第
八
巻
、
平
成
十
八
年
）
一―

三
頁
参
照
。

（
17
）　

『
新
編
武
蔵
風
土
記
』
へ
の
名
所
図
会
の
影
響
に
つ
い
て
は
右
論
文
参
照
。

（
18
）　

寛
政
期
、
松
平
定
信
の
海
防
政
策
に
つ
い
て
は
、
筑
紫
敏
夫
「
寛
政
改
革
に
お
け
る
幕
府
の
房
総
廻
村
に
つ

い
て
」（
『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告　

人
文
科
学
』
五
（
一
）、
平
成
九
年
）
参
照
。

（
19
）　

原
剛
『
幕
末
海
防
史
の
研
究
』（
名
著
出
版
、
昭
和
六
三
年
）、
五
〜
一
六
頁
。

（
20
）　

佐
藤
隆
一
「
江
戸
湾
備
場
に
お
け
る
火
砲
類
配
備
の
状
況
」（
『
三
浦
古
文
化
』
四
六
号
、
平
成
元
年
）
三
九
頁
。

（
21
）　

前
掲
阿
部
氏
論
文
、
一
一
四
頁
。

（
22
）　

『
改
訂
房
総
叢
書　

第
四
輯　

地
誌
（
二
）
日
記　

紀
行
』（
改
訂
房
総
叢
書
刊
行
会
、
昭
和
三
四
年
）
一
〇
八
頁
。

（
23
）　

「
小
笠
原
島
真
景
図
」
に
つ
い
て
は
拙
論
「
「
小
笠
原
島
真
景
図
」
を
め
ぐ
っ
て―

実
景
表
現
に
反
映
さ
れ
た

幕
末
維
新
期
小
笠
原
島
政
策
の
一
様
相―

」（
『
人
間
文
化
論
叢
』
第
六
巻
、
平
成
十
六
年
）
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
５
・
８
・
９
・
19　
『
江
戸
名
作
画
帖
全
集
Ⅲ　

文
人
画
（
３
）
文
晁
・
崋
山
・
椿
山
』（
駸
々
堂
出
版
、
平
成
五
年
）

図
10　
『
版
本
地
誌
大
系　

一
六　

伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
臨
川
書
店
）
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人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
一
巻　

二
〇
〇
八
年

図
12
・
14　
『
版
本
地
誌
大
系　

六　

木
曽
路
名
所
図
会
』（
臨
川
書
店
）

図
17
・
24　
『
版
本
地
誌
大
系　

七　

尾
張
名
所
図
会
』（
臨
川
書
店
）

図
22　
「
ペ
リ
ー
来
航
前
後
の
江
戸
湾
の
海
防
」
展
図
録
（
横
浜
マ
リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
平
成
十
四
年
）
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神
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川
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分
図
」
に
つ
い
て

図１　「近海見分図」より〔東海道品川駅〕
神奈川県立歴史博物館蔵

図２　「近海見分図」より〔江戸両国橋之図〕

図４　「近海見分図」より〔其二　和歌浦〕

図３「近海見分図」より〔南総天羽郡竹岡上岸図〕

図５　谷文晁「公余探勝図」より〔下田港〕
東京国立博物館蔵

図６　「近海見分図」より〔三代金之図〕 図７　「近海見分図」より〔足柄下郡岩村長坂望初嶼図〕
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二
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〇
八
年

図８　「公余探勝図」より〔長津呂一〕 図９　「公余探勝図」より〔大休峠西望〕

図11　「近海見分図」より〔吉田新田〕

図10　『伊勢参宮名所図会』
巻一所収〔大津八丁札之辻〕

図12　『木曽路名所図会』巻一所収〔磨針嶺〕

図13　「近海見分図」より〔東海道陶綾郡大磯駅〕 図14　『木曽路名所図会』巻一所収〔醒井〕
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図
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て

図15　「近海見分図」より〔金沢八勝能見堂眺望之図〕 図16『東海道名所図会』所収〔金沢能見堂　擲筆松〕

　

図17　『尾張名所図会』前編巻之六〔幡頭嵜〕（小田切春江画）

　 　　「公余探勝図」 　　「近海見分図

寺社 3 7
駅 0 2
滝・川 3 2
街道風景 6 2
陣屋 0 3
山 11 0
島 2 0
港 13 1
浦・浜 31 18
海岸より望む景 4 25
砲台 0 28
その他 4 19

図18　「公余探勝図」と「近海見分図」題材の比較

１―10
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図19　「公余探勝図」より〔小網代〕 図20　「近海見分図」より〔武州久良岐郡戸部村眺望図〕

図21　「近海見分図」より〔簱山砲台試大熕図〕 図22　「江戸諸砲台之図絵巻」より〔簱山砲台〕
　　　　　 船橋西図書館蔵

図23　「近海見分図」より〔平砂浦蜑婦漁石決明図〕

図24　『尾張名所図会』より〔潮湯治〕　
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On Kinkai Miwake-no-zu

a connection between the depiction of the scenery and the coastal defense 
in the last years of Edo period

TSURUOKA Akemi

abstract

Kinkai Miwake-no-zu is a picture album including 107 landscape paintings whose scenery was 

taken during the coastal inspection executed in 1850.  The inspection was made to increase the coastal 

defense of Edo, the city where the castle of Shogun was built, confronted by the emergence of foreign 

ships demanding the open of the country.

Although it is unfortunate that there is no information about either the artist who made the album 

or the process through which it was produced, the sign attached to spear appearing most in the album 

indicates that it was produced under Yasunori TSUTSUI, one of the participates of the inspection.

Kinkai Miwake-no-zu shows an influence of Yamato-e style.  It shows a contrast with the fact that 

Koyo Tansho-zu, the forerunner of the picture albums of actual scenery strongly shows the influence 

of Chinese style., The depiction which influence Kinkai Miwake-no-zu the most is that of the 

illustrations of Meisyo zu-e, a travel guide which had been popular since the middle of Edo period.

 It is possible to point out that Kinkai Miwake-no-zu clearly demonstrates tne depiction of sceneries 

viewing the sea from the land. Although such depiction has no practical use, it is thought to be 

planned to represent the caution to the emergence of the forign ships.

Keywords：pictures in the late Edo period, the depictions of the actual scenery, Kinkai Miwake-no-
zu, the coastal defense in the last years of Edo, Meisyo zu-e
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